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14．妊娠中の腎盂腎炎に対して尿管ステントを留置した 1例
 （東医療センター1卒後臨床研修センター，2救急医療科）○濱崎樹里亜1・◎庄古知久2
15．著明な体重減少のみを主訴に受診し，複数の診断モダリティーを使用し診断し得た左房粘液腫の 1例
 （1卒後臨床研修センター，2循環器内科）○紀川朋子1・◎服部英敏2・
 菊池規子2・鈴木　敦2・志賀　剛2・萩原誠久2
16．多診療科の集学的加療により治療し得たフルニエ壊疽の 1症例
 （1卒後臨床研修センター，2救命救急センター，3消化器・一般外科，4形成外科，5泌尿器科）○若生　翔1・
 齋藤眞樹子2・◎久保田英2・武田宗和2・矢口有乃2・
 大森亜紀子3・小寺由人3・櫻井裕之4・池田敬至5
17．肝尾状葉に浸潤した副腎皮質癌に対し外科的切除を施行した 1例
 （東医療センター1卒後臨床研修センター，2泌尿器科）○本間俊佑1・◎近藤恒徳2
総評 （卒後臨床研修センター長）川名正敏
ベストプレゼンテーション賞表彰式
閉会の辞 司会（幹事）小森万希子
記念撮影
〔平成 29 年度佐竹高子研究奨励賞受賞者研究発表〕
1．新規血管新生抑制因子 LYPD1 の機能部位の同定
（先端生命医科学研究所） 青木信奈子　
　心臓を構成する細胞として最多細胞数を占める線維芽
細胞は，拡張障害や線維化などへの関連が示されている
がいまだその特性についての理解は十分でない．発表者
は組織工学的に心筋組織を構築する過程で心臓線維芽細
胞が血管内皮細胞のネットワーク形成を抑制することを
新たに見出し，その責任分子として新規血管新生抑制因
子 LY6/PLAURdomaincontaining1（LYPD1）を同定
した．LYPD1 は glycosylphosphatidylinositol（GPI）ア
ンカー型の膜結合型タンパク質として主に脳神経系での
発現が報告され，ノックアウトマウスを用いた研究では
不安行動との関連が報告されているが直接的に血管新生
に関連した報告は殆どないことに加え，その機能や相互
作用分子などに関する詳細な報告は現状極めて少ない．
心臓線維芽細胞が血管新生抑制的に働くことやその責任
分子が LYPD1 であるというコンセプトは発表者によっ
て初めて提唱されたものである．そこで LYPD1 による
血管新生抑制の作用機序を明らかにすることは，心臓線
維芽細胞の特性を理解し，心臓間質の関わる生理，病理
的現象を解明する新たなアプローチとなると考え，
LYPD1の機能部位の同定を目的としてLYPD1変異型リ
コンビナントタンパク質を調整し，その血管新生抑制効
果を評価する研究を行った．
2．血中 uromodulin の臨床的意義に関する研究
（八千代医療センター腎臓内科） 臼井亮介　
　〔目的〕慢性腎臓病患者数の増加から，より有用な腎バ
イオマーカーの創出が望まれている．近年，血中ウロモ
ジュリン測定により腎機能を推定できることが報告され
た．ウロモジュリンは腎臓特異的に発現している蛋白質
であり，腎臓由来の蛋白質で腎機能を推定する全く新し
い方法である．我々は独自に血中ウロモジュリン測定の
ための酵素免疫測定法（ELISA）を作製し，これを用い
た腎機能の評価を行った．本研究は当院倫理委員会にて
承認を得て実施した（承認番号 4602）．〔方法〕独自にモ
ノクローナル抗体を樹立し，抗原エピトープの異なる 2
種の抗体を使用した，血中ウロモジュリン濃度測定のた
めのサンドイッチ型ELISAを作製した．対象は健常人
から慢性腎臓病ステージ1～5まで計171名（男性97名，
女性 74名，年齢 55.7±15.0，BMI24.9±4.5）とし，対象
者の推定糸球体濾過量（eGFR）値と血中ウロモジュリ
ン濃度との相関解析を行った．〔結果〕血中ウロモジュリ
ン値とクレアチニン換算 eGFR値との相関係数は 0.75，
シスタチンC換算 eGFRとの相関係数は 0.77 であった．
〔総括〕血中ウロモジュリン測定により腎機能を評価する
ことが可能であり，さらに，シスタチンC換算 eGFRと
も高相関であることから，血中ウロモジュリンは早期の
腎機能低下が検出可能なマーカーと考えられた．
〔平成 29 年度中山恒明研究奨励賞受賞者研究発表〕
1．ハイブリッド型人工神経による新しい顔面神経再
建手術法の確立
（形成外科学）松峯　元・亀井　航・櫻井裕之　
　Bell 麻痺に代表される顔面神経不全麻痺は突然健常人
に発症し，さらに急性期に保存的治療にて寛解の得られ
ない症例は重篤な後遺障害を残して罹患者の quality of
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